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鈎虫と土質との関係並びに諸種薬物を混入した
土壌の鈎虫卵発育に及ぼす影響について
千葉大学医学部衛生学教室(主任谷川教援〉
石川 淳 
ATSUSHI ISHIKA W A 
緒
今失大戦を契期として鈎虫の寄生率は全国的に増加の傾向を示し，これが対策も種々検討さ
れて来7こが，寄生虫対策には駆虫と相侯って尿尿処理を行わなければ徹底を期することは難し
し、。現在厚生省式改良便所並びに分離式便所・の設置，肥料溜の使用等が推奨せられているが，
一般農家に未だ普及せず糞便は長く貯溜することなく土壌に撒布せられる現況にあるので，土
壊中の卵並びに仔虫の撲滅も寄生虫対策上重要なる問題と思考せられる O著者等は昭和 25年 3
月より昭和 26年 4月に至る間，千葉県市原郡養老川流域住民の集団検{更を行ったが，東海村廿
五里部落民の鈎虫保有率高く，而も畑虫保有率は低く，これに隣接する和小高い市原郡山田橋
部落民の保有率は東海村ザ五里とは逆の現象を示している事を認め爾来教室に於て，その原因
につき研究を進めているが，著者はその研究の一部として鈎虫卵の発育に密接な関係、を有する
土壌の性質を検討し，前記両部落土壌に培養した鈎虫卵の発育並びに感染仔虫の生存期間につ
き比較実験を行い，更に土壌に薬物を混入した場合鈎虫卵の発育に如何なる影響を与えるかに
つき二十数種の薬物を使用して実験を行ったので、報告する O
第 1 編
第1章文 献 て直ちに死被し感染仔虫となるを認めずと云い，南
土壌中水分含量と鈎虫卵の発育について 崎は水中に含卵イ更を投入するときは夏冬共に癖化せ
鈎虫卵の瞬化並びに仔虫の発育に適度の水分の必 ずと述べてしる。叉階堂の実験によれば土壌中水分
要なること，水分過少，過多は共に有害なる萄:は多 量によるア種及びネ種卵並びに仔虫の発育に関して ， 
くの実験報告により明らかである。松崎は乾燥に対 は何等異る ~Tなく，好適なる水分含量は大約 30.0%
する虫卵の抵抗力は頗る弱く，室内にてアンキロス 内外にして水分の過少並びに過多は共に不良の影響
トーマ種は24時間にて大部分死減，ネカトーノレ種は を及ぼす〆即ち水分量 4.7%以下，又は 55.0%以 j二
24時間以上にて全域すと云い，毛受は土壌中に鈎虫 の場合には共に有害なりと述べている。篠原は虫卵
感染仔虫を置けば，ア種，ネ種共に含水量 6.0%前 は乾燥に対し，或る程度の抵抗を有するも瞬化せず
後にて死亡すると報告している。 Lurzは鈎虫卵は 叉多量の水中にては卵は発育遅延し，或は全く死滅
水中に於て仔虫を生ずるも感染型となること能はず すると報告している。
と云い， Loossは虫卵を茨末内にて培養するに当り， 士壌中水分合量と鈎虫感染仔虫の生存期間に
少許の水と臨も加うる時は卵子は死減すと云い，皆 ついて 
川は下痢使中に卵子の発育せざるは交流作用の関係 Looss感染仔虫の上皮内に貯蔵せられる栄養頼粒
にして水中に於て能く発育するは水の密度が卵，仔 が徐々に費消せられるか，或は急に費消せらる Lか
虫に対して適当なる密度の範囲内にある故なりと により生存期間に長短ありとし，気温高きときに養
し，浜田も亦下水中に於て仔虫の府化するを屡々経 分費消克進すると云い， Nicollは適当なる温度と湿
験してし、る。陪堂は水中に麟化せし仔虫は幼若にし 度とを与え日蔭に置くときは仔虫は 18ヶ月間生存
一 冨
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すると述べ，冥島はア種仔虫の生存期間は普通の状 L，決して酸性なるべからず，酸性なる場合は虫卵
態では約 5ヶ月間経過したるもの，その大部分死減 は贈化せず終に死滅崩壊すと述べてしる。叉稲留，
すと述べてし、る。 Augustiñe は湿潤土壌に培養 5~ 重浦はア種感染仔虫は pH7.0及び 6.0が生存に適 
7目の感染仔虫を入れ， 目蔭に放置し絶えず水を加 して居り， pH 8.0のアルカリ域より pH4.0の酸域
えて定温を保たしめたるも大多数は 2~3週間に死 までは悪影響顕著ならず，アルカリ pH11.0以上で
減し少数のもののみ 6~7週間生存すと云い，叉土 は仔虫早く死亡するに対し，酸域 pH 1.0に於ても
壌を入れた容器に水を約1吋の深さに絶えず加え， 
一定温を保ち目蔭に放置せしものは 10日間で殆ん
ど全域すと云し、，乾燥状態に関しては同氏は湿潤土
壌に感染仔虫を入れ廊下に置いたものでは 12日間
に含水量 3.5%に減じ，命多数の仔虫生存するも
17日目には含水量 3.1%に減じ仔虫は全被せること
を証明し， 生存し得る最小合水量は約 3.0%なりと
説いている。叉毛受の乾燥実験によれば含水量 20.0
%の土壌中に移した感染仔虫は 28.00 C瞬卵器内で
ア種は乾燥12日で土壌含水量 8.0%に於て 1隻生存
L，ネ種は乾燥 8日，土壌含水量 10.0%に於て 5隻
の生存仔虫を得た。叉士壊含水量 6.0%前後に於て
ア種及びネ種は共に死亡すと報告している。南崎に
よれば畑地土壌表面に便を撒布するときは春夏秋の
候に於ては卵は発育して仔虫となり生存し，其の生
存期間は約6ヶ月なるが如しと云い，鈎虫含卵便を
1尺内外の深さに畑地土壌中に埋没すれば夏期に於
ては虫卵は仔虫となり約 4ヶ月半生存すと述べてい
る。
土壌中水分の pHと鈎虫卵の発育について
階堂によれば強酸性土壌 pH5.0以下のとき騨化
困難にして少数のもののみ瞬化するも感染仔虫とな
るこ主なく，酸性土壌 pH5.2よりアルカリ性土壌
pH 8.3までは良く虫卵贈化し，仔虫も発育して感染
型となると云L、，同氏は土壌の反応が虫卵乃至仔虫
の発育に影響を及ぼすことは明らかにして，土壌の
種類に関係することなく反応を誠整することにより
瞬化困難或は瞬化可能な土壌となし得ると述べてい
る。真島は酸並にアルカリ液中に虫卵を培養したが
鈎虫卵子，仔虫はアルカリ域 pHよりも酸坑 pHに
発育良好にして，頂点を pH5.0液とし左右に至る
に従レ減少 pH 2.2液では屡々瞬化脱穀せず， pH 
12.6液でも甚だ不良，中性液に仔虫少きは発育に酸，
アノレカ Pの刺激を要するものの如しと説いているo
小竹も一定濃度の塩酸溶液並びに背性ソーダ溶液中
にて瞬牝試検を行い， pH 3.0以上 11.0以下にては
発育するを以て天然士壌の有する程度の酸にては発
育を抑制せずと推定し，篠原は虫卵培養に当り，培
養器の反応が中性或は弱アノレカ P性なるを必要と
1週間以上も生存するものありと述べている。松下
は茨鉱内に於ける鈎虫の発育状況について中性坑内
水 (pH平均 6.3)及び酸性坑内水 (pH3.めには本
虫卵の発育旺盛にして平均 5日間で感染仔虫を検し
てし、る。 
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第 2章東海村骨五里並びに市原村山田
橋に於け各語調査戚績
第 1節地勢並に地質について
東海村lt五里は五井町の東南養老川流域に位する
低湿地にして全部落農業を営み，耕地の大半は水田 
にして裏作として三月豆，菜種を作って居り，畑地
は少く主として野菜，果樹の栽培を行ってし、る。市
原村山田橋は東海村廿五里の北部に隣接した丘陵地
帯にして部落民の大多数は農業を営み，水田並びに
畑面積は略々等しし畑には麦，苧，野菜を栽培し，
水田は裏作を行わなし、。肥料は両部落共水田には人 
工肥料を用い，畑には自家糞便を用L、，他町村より
搬入しなし、。地質学的には低湿地は沖積層に，丘陵
は洪積層に関して居り，両地区土壌中の粘土含量は
前者は約 20.0%，後者では約 50.0%で、あった。次に
両部落土壌 1筒所につき 20.0g宛，数十箇所より採
取し，中性蒸溜水にて浸潰し，その土潜液の pHを
測定したが，東海村廿五旦では pH6.4--6.6，市原村 
山田橋では pH 5.8~6.0 で、あった。
第 2節検便成績
東海村廿五旦部落民140名並びに市原村山田橋告)S
落民 150名につき矢尾板氏法による検便成績は東海
村廿五旦では畑虫 11.4%鈎虫 68.6%であり，市原
村山田橋では蜘虫 64.0%鈎虫 10.7%であった。
第 1 表
部落名闘轍矧|阻虫[心]裏話!鞭虫 
16 1 96 4 1-1110東海村いん。 1ω1 
21.468.6%1.4%;6%111・78--1 -1 1---廿五里 2.9%矧 
市原村1_J_ 107 I96 I16 I10_~ I I21 
山田橋1 1--171.3予~164.0%110.7%1 6.7%114.0% 
註 上記成績は集団駆虫前のものである。
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第3節土壌中に於ける畑虫卵並びに 濃厚虫卵浮世f液 1.0ccを滴下し， 25.0oC購卵器内に
鈎虫感染仔虫の分布 5日開放置した後ベールマン氏の装置により温湯中
畑虫卵の検出には畑及び水田土壌を 1筒所につき に仔虫を蒐集L，仔虫の状態並びにア種，ネ種の感 
50.0g宛を採取し，比重 1260の硫酸マグネシウム液 染仔虫の数を計算した(向土壌中の幼虫については
を使用して遠沈浮説法により検査を行L、，鈎虫感染 浮激法により検出した〉。
仔虫の検出には同様50.0gを採取しペ{ノレマシの要 第2節実験成績
置により検査を行った。 東海付廿五旦土壌に培養した場合は混ス水分量
第 2 表 く虫卵浮説液の水分の量を1.0ccと見倣す)2.5 ccで
1 1 1 は卵は少数騨化するも感染仔虫とならずに全部死域
部落名|検査年月|検査箇所|出品理由産自訴 し，水分自 Occで、は卵の大部分t珊化し，ァ種で
東海村 I26. 10 I 22 I 7 I 4 は25隻，ネ種では 9隻の感染仔虫を認め，他は鮪じ
廿五旦 I27. 7 I 25 I 5 I 5 するも幼虫の俸死誠した。 10.0ccではア種は 45隻，
市原村 I25. 3 14 
QU
山田橋 I27. 7 23 円4 78隻，ネ種は 58隻を認め最高数を示した。海Ir次水
ネ撞は40隻の感染仔虫を認め， 20.0ccではア種は。。
 
分量を増すに従って感染仔虫数を減じ 30.0 ccでは
東海村廿五旦では第1回検査に於て蜘虫卵は22筒 ア種は 28隻，ネ種は 23隻， 40.0 ccではア種，ネ種
所中 7箇所より，鈎虫感染仔虫は4箇所より検出し 共に感染仔虫を認めず死亡幼虫少数を認めた。水道
た。第2回検査では胸虫卵は25箇所中 5箇所より， 水 50.0 cc中で、は卵は一部卿化するも幼虫の{選死減
鈎虫感染仔虫は 5箇所より検出した。市原村山田橋 した。市原村山田橋土壌に培養した場合は混入水分
に於ては第 1回検査では蜘虫卵は 14箇所中， 8箇所 量 2.5ccでは虫卵は騨イiじせず 5.0cc(1，こ於て始めて
より，第2回検査では23箇所中 7箇所より検出した 一部瞬化するも幼虫にて死亡し， 15.0 ccでは一部
が鈎虫感染仔虫は第 1回，第2回共に検出出来なか 感染仔虫となりア種では 8隻，ネ種では 5隻を認め
った。 た。 20.0 ccではア種は 45隻，ネ積は 32隻を認め，
第 3章土壌中水分含量~鈎虫卵の発育 水分量増加により感染仔虫数も僅かに増し， 40.0 cc 
第 1節実験材料並に実験方法 に於て仔虫数最高にしてア種 68隻，ネ種 50隻を認、
第 1項実験材料 め， 60.0 ccではア種は 12隻，ネ種は 10隻， 70.0cc 
土壌，千葉県市原郡東海村廿五里並びに同郡市原 では僅かにア種は 3隻，ネ種は 1隻のみを認めた。
村山田橋両地区の畑土壌を採取した。採取に当りて 80.0 ccでは感染仔虫を認めず少数の死亡幼虫を認、
は同一畑地内数箇所に於て表面より約 30.0cmの深 めた。
さまでの土壌を採取し，日光照射により 1週間乾燥，
爾後約 8週間室内にて乾燥し， 0.3mmの簡で節過
したものを乾熱滅菌器にて 70.00 C 1時間加熱し，
土壌中の線虫類仔虫を殺被して実験に使用じた。
幼虫を認めず
幼虫のみ少数 
50.0 114.01 1.0 1 11 60 
50.0 119.01 1.0 1 11 78 
50.0 24.0 1.0 H 58 
50.0 29.0 1.0 F 23 H 63 H 38 
50.0 39.0 1.0 H 68 H 50 
50.0 49.0 1.0 H 52 H 33 
50.0 59.0 1.0 H 12 H 10 
50・069q1.0 H 3 1 1 
50.0 乃'~i 1.~ 幼虫のみ少数 
o 150.01 1.0 11 
鈎虫卵を含有する糞便，実験に|察し五井町村上の
某氏並びに当教室小使某氏より糞便(アジキロスト
{マ種並びにネカトール種の混合寄生〉の提供を受
け，排便後数時間のものを水道水と共にガ{ゼにて
憶過し，上清を捨て沈澱した礎厚虫卵浮波i疫を実験
に使用した(以下アンキロスト{マ種はア種，ネカ
ト{ル種はネ麗と略記する〉。

第2項実験方法 

両地区士壌 50.0gを各々 12個のシャ{レに取り，
順次に水道水を 1.5cc，4.0 cc，9.0 CC，14.0 cc，19.0 
cc，24.0 CC，29.0 CC，39.0 CC，49.0 CC，59.0 CC，69.0 
cc，79.0 ccを混入し他に水道水のみ 50.0cc取り，
幼虫のみ多数 
幼虫のみ少数 
1 
F 
F 
H 
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第 4章土壌中水分含量と感染仔虫の生存期間 隻を認め， 154日では両土壌共ア種のみ少数の生存
第 1節実験材料並びに実験方法 仔虫を認めている。即ち 5ヶ月を経過するもア種の
第 1項実験材料 少数のものは生存を続けている。、叉ア種はネ種に比
土壌第3章実験と同様の土壌を使用した。 し僅かに生存期間が長い。
鈎虫感染仔虫ア種並びにネ種混合寄生の糞便を 第 2項乾燥土壌中に於ける 
25.00 C 購化器内に 1週間瓦培養し，シャ}レ内水中 感染仔虫の生存期間
に提出した感染仔虫を蒐集し実験に使用した。 東海村廿五里土壌では土壌50.0gに対L，水道水
第 2項実験方法 5.0cc市原村山田橋土壌では 15.0cc混入し，第1項
東海村廿五旦並びに市原村山田橋土壌各々 50.0g と同様方法により日をj丘って感染仔虫の数を計算し
をジャーレに取り，第3章実験に於ける鈎虫卵の発 たが，東海村廿五里土壌では56日迄，漸次生存仔虫
育に最適の水分量(東海村廿五旦土壌では 20.0cc， 数を減じ， 70日に於てはア種のみ 4隻を認、め， 84日
市原村山田橋土壌では 40.0cc)及び和不適当なる水 に於ては両種共生存仔虫を認、めなかった。市原村山
分量(前者では 50.0cc及び 30.0cc，後者では 15.0 田橋土壌に於ても 56日迄，日を経るに従い生存仔虫 
cc及び 60.0cc)を混入し，これに培養1週間の感染 数を減じ 70日に於てはア種は 15隻，ネ種は 5隻を
仔虫の一定数を移し， 25.0oC 贈卵器内に放置し， 1 認め， 84日に於ては僅かにア種のみ 8隻を認めた
週毎に水分の蒸発量を補給L"常に培養器内の水分 が， 98目で、は両種共生存仔虫を認めなかった。
量を一定に保つ様にして，日を追って仔虫の状態並 第 5 表
びに数を観察した。
第 2節実験成績
第 1項湿潤(水分最適〉土壌中に於ける
感染仔虫の生存期間
東海村廿五里並びに市原村山田橋土壌 50.0gに前
者は水道水 20.0ccを後者は 40.0cc混入し，各々 12
個のシャーレに取り，一定数の感染仔虫を移し 1~2
週毎に生存仔虫数を検査したが，両土壌共培養70日
迄は生存仔虫数に犬した恋化なし 84日より柏、被少
し， 126日に於て東海村廿五旦土壌ではア種 21隻，
ネ種 5隻，市原村山田橋士壌で、はア種目隻，ネ種6
第 4 表
土壌種類 l東海付廿五旦土壌!市原村山田橋土壌
主主目;吋ア種|ネ種|ア桓|ネ種 
7 74 41 66 40 
4914 65 38 28 
5262 3028 28 
5549 2142 24 
25 3 4156 15。 15470 。5 84 。 。 8。 。 。 。 98 。 。 。 。112 
第 3項水分過剰土壌に於ける
土壌種類|東海村廿五E雇!両玩山田橋土壌 
ー
マ 
~ 仔市
仔虫、~広別 ア種|不極|ア桓|ネ極i生存目数~ 
7 5282 84 50 
14 53 85 47 
28 
79 
50 49 
42 
80 82 
44 40 
56 
81 82 
4884 78 37 
70 4775 38 
84 
71 
53 35 62 33 
98 38 26 40 22 
i12 30 19 34 15 
iτiti26 21 .5 18 6 
40 15 。 1。 6 。'11 54 10 
感染仔虫の生存期間
東海村廿五旦士壌では土壌 50.0gに対し 30.0cc，
市原村山田橋土壌では 60.0ccの水道水を混入し，
第 1項同様感染仔虫数を計算したが， 第 1項，第2
項の実験成績に比較してア撞，ネ種共最初の 7日間
で生存仔虫数を半減L，爾後70目に至るまで徐々に
仔虫数を減じ 84目ではア種のみ 6隻， 98目に於て
はア種のみ 4隻の生存仔虫を認め，ネ種は認めなか
った。叉 112日で、は両
壌では 8悦4日でで、はア種は 12隻，ネ種は 2隻を認め，ロ 
98日ではア種2隻を認め， 112日で、は両種共生存仔
虫を認めなかった。
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第 6 表
士壌撞類|東海肘五里土壊l市附山田橋土壌
韓日;虫~I ア種(ネ種 l ア種|ネ桓
 
2832 22 387 
14 31 19 32 23 
18 1028 1128 
19 8 12 842 
4 10 41256 
4 8 21070 
84 6 2 
98 4 。 2 
。 12 。。 。 。 O.112 。 。 。 。126 
第 5軍土壌中水分の pHと鈎虫卵の発育
第 1節実験材料並びに実験方法
第1項実験材料
第 3章に於ける実験材料と同様のものを使用し
た。
第 2項実験方法
pHの調節には Sorensenの緩衝液を使用し， pH 
1.0より 3.0まではN/lO塩酸及びM/lOグりシン， pH 
4.0より 5.0までは N/I0酷酸及びM/lO酷酸ソー 〆，
pH 6.0より 8.0までは M/10第 1燐酸カリ及び M/I0 
第 2燐酸ソ{ダ， pH 9.0より 13.0までは N/lO苛性
ソ{〆及び M/I0グリシンを混合して作り，各pH値
の液を東海村廿五里土壌では土壌 50.0gに対し 20.0
cc，市原村山田橋土壌では 40.0ccを混入して鈎虫卵 
を培養した。培養方法並びに仔虫の蒐集は第3章に
於けると同様方法により実験を行った。
第 2節実験成績
各種緩衝液を土壌 50.0gに対し東海付廿五旦では
20.0cc，市原村山田橋土壌では 40.0cc混入し，鈎虫
卵を培養したが，両土壌共 pH 1.0では虫卵は瞬化
せず， pH 2.0では瞬化するも直ちに死滅し pH3.0 
では両種共少数の感染仔虫を認め， pH値の増加す
るに従って感染仔虫数を増し， pH 7.0に於て感染仔
虫数は最高となり，東海村廿五里土壌ではア種75隻
ネ種40隻，市原村山田橋土壌ではア種72隻，ネ種
40隻を認め， pH 9.0及び pH10.0では著しく仔虫
数を減じ pH12.0では東海村廿五，里土壌では僅かに
ア種目隻，ネ種8隻，市原村山田橋土壌でで、はア種2
隻，ネ種6隻を認め，大多数の卵は瞬化するも幼虫
の億死蹴した。 pH13.0では両土壌共ア種のみ極少
数感染仔虫を認めたが，ネ種では認めなかった。
第 7 表
主li混水入分のpH 東海付廿五旦土壌ア種|ネ種 市原村山田橋土壌ア種 iネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50・0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
2.0 
3.0 
4.0 
5.0 
6.0 
7.0 
8.0 
9.0 
10.0 
11.0 
12.0 
13.0 
仔虫を認めず
母幼虫;;のみ際少数J 
1/ 48 F 25 
11 72 H 41 
1 75 11 40 
H 68 1 38 
官 45 作 28 
11 41 R 25 
F 38 H 24 
H 18 1 8 
11 5 j1感を認染仔めず虫 
仔虫を認めず 
感仔p幼染虫虫明山胡のみ憾[f子，少I長数1i10v8 
H 65 H 32 
1 69 H 41 
H 72 H 40 
1 68 i11 32 
I1 48 11 23 
R 39 11 25 
H 30 1 21 
1 20 1 6 
11 3 感を認染仔めず虫
第 6章者 察
1. 東海村廿五旦並に市原村山田橋に於ける調査
成績について
著者は両地区の地勢並びに土質の差異，住民の寄 
生虫保有の状況，土壌中畑虫卵並びに鈎虫感染仔虫 
の分布・につき調査を行ったが，東海村廿五恩では姻 
虫は 11.0%鈎虫は 68.8%，市原村山田橋では蜘虫は 
64.0%鈎虫は 10.7%の寄生率を示し，叉前後2回に
亘る壌中畑虫卵の検出率は東海村廿五旦では 20.0%
並びに 31.0%，市原村山田橋では 30.0%並びに 57.0
%であり，鈎虫感染仔虫は東海村廿五里に於てのみ 
18.0%並びに 20.0%に検出している。次に両地区に
於ける需生虫保有率並びに土壌中畑虫卵，鈎虫感染
仔虫の検出率の相異の起る原因につき地勢及ひF土質
より比較検討すると，東海村廿五旦では土壌の透水
性大なるも地下水位浅く，叉土壌粒子粗なるため水 
分の蒸発少し為に乾燥期に於ても表層はかなり湿
潤を保てる事，土壌粒子の比重大なるため風により
飛散し難い事より鈎虫卵並びに仔虫の発育，生存に
過し，一方姻虫卵の風塵による飛散を少くするもの
と思われ，市原村1問橋では土壌中粘土含量多いた
め透水性は小で、あるが，地下水位並び、に土質の関係
より表層土壌は乾燥し易い事，土壌粒子細く比重も 
叉軽い事等より東海村廿五旦とは逆に鈎虫卵並びに
仔虫の発育生存に稲不適当であり，風塵による姻虫
感染の機会も多いのではないかと思考される。 
2. 土壌中水分含量と鈎虫卵の発育について
土壌中に撒布された卵並び、に仔虫の発育に水分の
必要なる事は先人の諸業績により明らかであり，階
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堂は 30.0%前後の水分含量で、発育最も良好である
と述べているが，著者の実験によれば東海村廿五旦
土壌では水分合量 28.0%に於て，市原村山田橋土壌
では 44.5%.に於て，ア種，ネ種共に発育最も良く，
最多数の感染仔虫を得て居り，叉前者では 4.7%並
びに 44.0%に於て，後者では 16.6%並びに 61.5%
に於ては虫卵は瞬化するも幼虫の俸死滅する。即ち
両土壌聞には種々の物理的性質に相具を認めている
が，適当なる水分を与えた場合は鈎虫卵の発育に何
等の差異も認めないがJ 東海村廿五里土壌では高度
の乾燥状態， 即ち合水、量 9.0%に於て卵は発育して 
感染仔虫となり得るが，市原村山田橋土壌では同様
%に於ては卵の発育は甚だ困難であり，蹄化した幼
虫は悉〈死滅してL、る。叉東海村廿五旦土壌で、は水
分過剰状態，即ち 44.0%以上，市原村山田橋土壌で
は 61.5%以上では卵は瞬化するも感染仔虫となら
ない。然し乍ら向上%のに水分を混入した場合は
水分の大半は土壌に吸収されずに瀦留するので畑の
実情に即応しない。結局土壌中に於ける鈎虫卵の発
育は土壌の合水量に左右ぜられ，乾燥状態が最も悪
影響を及ぼすものと思考される。 
3. 土壌中水分含量と感染仔虫の生存期間につい
て 』
感染仔虫の生存期間についても幾多の実験成績が
報告されているが，その成績は実験者により甚だし
く異り或る者は 2ヶ月と云い，叉他の者は 4ヶ月半
或いは 6ヶ月とも云い，実験方法により相当の聞き
を見せている。鈎虫感染仔虫は体内の栄養頼粒の費
消の多寡により生存期間に差を生ずると Leukart
は述べているが，土壌中水分量の如何も叉鈎虫感染
仔虫の生存に重大なる影響を与えるものである。著 
者は土壌中水分の畳を鈎虫感染仔虫の生存に最適と
思われる状態，不適当と思われる和、乾燥の状態及び
水分過剰の状態、の三つに分けて実験を行ったが，柏
乾燥の状態に於ては他の二者に比較して早く死滅す
第 7章総
るが，向2ヶ月以上に亘り生存し，水分過剰状態、で、
は最初の 1週間に於℃相当数死滅するが，残余は乾
燥状態、より僅かに長く生存し，湿潤状態(水分量最
適状態〉ではネ種は 4ヶ月で死減するが， ア種は 5
ヶ月以上経返するも向生存を続けてしる。即ち感染
仔虫の生存期聞を左右するものは土壌中水分の合量
であり，乾煉状態は水分過剰状態より感染仔虫の生
存に不適当である。叉両種仔虫を比較するとア種感
染仔虫は何れの状態に於ても，ネ種感染仔虫より生
存期間が長い。
4. 土壌中水分の pHと鈎虫卵の発育について
天然土壌の pHについて階堂は種々の pHの土壌
並に士壌の反応を修正して鈎虫卵を培養し"pH5.0 
以下に於ては虫卵は贈化するも感染仔虫とならぬと
述べ，土壌の反応を修正することにより鈎虫卵の発
育を可能或は不可能にすることを得と云い，莫島は
緩衝液を用いて各種pH液中に於ける抵抗につき実
験を行い，鈎虫卵子，仔虫はアルカリ域pHー より酸
域 pHに於て発育良好と云い，強酸は強アルカりよ
り聯ft発育に不適当なりと述べているが，著者は
sるrensenの緩衝液の一定量を土壌に混入し，土壌 
中のメヂウムの pH値を愛えて虫卵を培養したが，
両土壌共pH 1.0では虫卵は卿化せず， pH2.0では
一部瞬{じするも死滅し， pH 3.0に於て始めてア彊，
ネ種共に一部感染仔虫となり， pH 6.0，7.0，8.0に於
て仔虫数最高となり， pH 11.0，12.0では少数感染仔
虫となり， pH 13.0ではア種のみ極く少数感染仔虫
となるo即ち弱酸性，中性，弱アルカリでは虫卵は
何等障碍を受けずに発育LpHの増減に従って仔虫
数を滅じ， pH 1.Qではア種，ネ種共に瞬化せず，
pH 13.0ではネ種は感染仔虫とならない。然して耕
イ乍L得る土壌の pHは弱酸性或は弱アノレカ Pの範囲
であり，叉両地区土壌の pHは共に弱酸性で、あるの
で鈎虫卵並びに仔虫の発育には影響を与えない。
括 
1. 東海村廿五里並びに市原村山田橋両土壌は，杢く性質を異にするも，遁当量の水分を加え
、。Lるときは，鈎虫卵の発育及び感染仔虫の生存期間に差を認めな 
2. 鈎虫卵の発育に最適なる水分の量は土壌の性質により具り，東海村廿五里土壌で、は 28.0
%前後，市原村山田橋土壌で、は 44.0%前後にして，前者は 7.4%より 36.6%，後者は 21.8%よ
り57.9μ の範囲内に於て卵は発育して感染仔虫となる。 
3. 土壌中感染仔虫の生存期間は最適水分量に於ては 5ヶ月以上，精乾燥状態でも 2ヶ月以
上生存し，水分過剰状態では最初の 1週間に於て相当数死滅するも残余のものは約 3ヶ月間生
第 2号 千葉医学会雑誌 -165-
存を続けた。 
4. 鈎虫卵の発育に遁する土壌の pHは弱酸性，中性，弱アルカリ性最も趨し強酸性は強ア 
Jレカリ性より不趨当である。
，5. 同地区に於ける寄生虫保有率の相違は土壌中水分合量並びに土壌の物理的性質の差によ
り起るものと思考される。
第2編 諸種薬物を混入した土壌の鈎虫卵に及ぼす影響について
第1軍文 献
階堂は酸アノレカ人塩類，人工肥料等につき実験
を行し、酸類では硫酸，酷酸，拘機酸， f医酸の順に有
害にして，之は酸度の強弱に関係するが如きも叉分
子の有害程度に相違を有するものの如しと云い，塩
基類では石灰窒素，アシモニア7_K，苛性ゾ{ダ，茨
慣に有害なりとし，石灰窒素はその分解)1酸ソ{〆の
により生ずる Dicyandiamidが有害作用の主体なり 
とし，普通肥料として用いる分量に於ても人糞肥料
と村l前後して田畑に施すときは能く虫卵乃至仔虫撲
減の目的を達すると述べ，過燐酸石灰，硫酸アシモ
ニウムは共に実用的ならずと述べてし、る。稲留も叉
石灰窒素の詳細なる実験を行い，肥料として使用す
る量で固場仔虫，卵の撲蹴を期待し得ると云い，ア
種はネ種に比し卵，仔虫共に抵抗力強しと説いてい
る。大浜，野田，犬磁，石井，片岡等は諸種薬液に
対する感染仔虫の抵抗試験を行い，大浜は酸類に於 
ては塩酸，硫酸，氷酷酸の濃度高きものにありでは 
劇しき殺虫力を有するも酷酸，拘機酸は徴弱なりと
し，アノレカ P類では苛性ソーダの殺虫力は優秀にし
て，各濃度に於て酸類に匹敵すと云い，叉消毒薬中
石茨酸，ホノL マ P ン，グレゾ ~l]...石鹸液等は強力な
殺虫力を有すれども沃度剤に較ぶれば及ばざること
向遠しと云い，ア種ネ種の抵抗力は前者強きも共の
聞に大差なしと述べてし、る。野田も叉鈎虫卵並びに
感染仔虫はヨ{ド製剤に対して著しく抵抗力弱しと
云い，大磯，石井，片岡等も同様実験により大同小
異の成績を得てしら。叉松村は懐蒸剤の殺卵効果を
力説し，尿コップ内の尿尿中鈎虫卵，並び、に仔虫に
対し二硫化炭素を室温(14--280C)で作用せしめる
と0.05%の場合は 14日，叉 0.1%の場合は 7日で卵
及び仔虫は恐く死践すると述べてし、る。
第 2章実験材料並びに実験方法
第 1節実験材料 
土壌は市原村山田橋の畑土壌を採取し第1編に於
けると同様の操作を加えて実験に使用し，鈎虫卵含
有便は五井町村上の某氏並びに当教室小使某氏より
提供を受け実験に使用した。
第 2節実験方法
薬品としては酸類，アルカ P類，塩類，ハログy
族，消毒薬，人工肥料，農薬等26種の薬物を使用
し，土壌 50.0gに一定量の薬物並びに水道水を混入 
し，虫卵浮説液1.0ccを滴下， 250C瞬卵器内に 5
EI!開放置した後ペ{ルマシの装置により感染仔虫を
検査した。尚水溶性薬物では水道水 40.0ccに溶解
した後土壌に混入じ，水に難溶の薬物では士壌によ
く混和させ，次に水道7_K40.0 ccを混入した。
第 3嵩実験成績
第 1節酸類による影響
硫酸，塩酸，酷酸，拘機酸，蕗酸の 5種につき実
験を行った
第 1項硫酸による影響
1/5 N硫酸各々 1.0cc，3.0cc，5.0 cc，7.0 cc，10.0 
ccを水道水を加えて 40.0ccとし，土壌 50.0gに混
入して虫卵を培養したが， 5.0 cc混入した場合はア
種，ネ種共に感染仔虫を認めたが， .7.0 ccでは両種
共感染仔虫を認めなかった。
第 8 表
+ 
+
+ 
土E壌 混水分入量 IEcc)g)量 IE 虫慨浮量 I1(/cscN最cc) 卵 轍 〕
39.0 1.050.0 1.0 + 
37.0 3.050.0 1.0 十 
35.050.0 5.01.0 + 
33.0 7.050.0 1.0 一 一 
30.050.0 1.0 10.0 一 一
註 (十〉ほベ ~lレマシ、装置により感染仔虫を
認めたもの。(ー〉同方法によるも感染
仔虫を認めなかったもの。
第 2項塩酸による影響
1flON塩酸 5.0cc，6.0 cc，7.0 cc，8.0 cc，9.0 ccを
水道水に加えて 40.0ccとし，土壌に混入Lて虫卵を
培養したが， 7.0 cc混入した場合はア種，ネ種共感
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染仔虫を認め， 8.0cc混入では両種共感染仔虫を認 0.3g混入した場合はア種，ネ種共感染仔虫を認め，
めなかった。 0.5gではア種のみ認め， 0.8gでは両種共感染仔虫
を認めなかった。
第 9 表 
jt三月出程前璽1nrl;
 種
第一虫前(「||ロ一滋  
J J量〉一))
一 卵 液 ∞ 一
表一一修(一
一離一 入 量 〉 一一分
α
一 一  
一 混 水 ( 一 一 一十+ 
両 日 
土 
(-f
旦)一  
00
壌一一旦一乱出品
5.0 十1.035.0' 十50.0
且 且 丸 一 	  
13
一仏仏
' E
6.034.0 1.0 十50.0 十
7.033.0 1.0 十十50.0 
8.032.0 1.050.0 
t-tE MM
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第 3項酷酸による影響
酷酸は日本薬局法のものを使用し，その 0.3cc， 
0.5cc，0.8 cc，1.0 cc，1.2 ccを水に加えて 40.0ccと
L，土壌 50.0gに混入して虫卵を培養したが， 0.5cc
混スした場合はア種，ネ種共に感染仔虫を認め， 0.8 
cc，1.0 ccではア種のみ認め， 1.2ccでは両種共認め
なかった。
第 10 表
亨「転用閉亘jnI
 i'l!i 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
1.0 0.339.7 十	 + 
1.0 0.539.5 十	 + 
1.0 0.839.2 + 
1.0 1.039.0 十 
1.2 
第 4項拘搬酸による影響
1.038.8 
局方拘撤酸を使用し，その 0.3g，.0.5 g，0.8 g，1.0 
g，1.2 gを40ccの水に溶解し，土壌50.0gに混入し
て虫卵を培養したが， 0.5g混入した場合はア種，ネ
種共に感染仔虫を認め， 0.8gではア種のみ認め， 1. 0 
gで、は両種共認、めなかった。
第 11 表
+ 
+ 	
一
一
一
+
+ 
入量 虫説仁田卵液〉浮量土(壌:g)量 I混水仁田分)
0.340.0 1.050.0 + 
0.540.0 1.050.0 十 
0.840.0 1.050.0 
1.040.0 1.050.0 
1.0 1.240.050.0 一
50.0 
50.。 。 0 40.0 40. 1.0 1.0 0.8 1.
第 2節 アルカリ類による影響 
アルカリ類としては苛性ソ{〆，重曹，アンモニ 
ア水の 3彊を使用した。
第 1項苛性ソ{ダの影響 
局方苛!性ソ{ダ 0.3g，0.5 g，0.7 g，1.0 g，1.2 gを 
40.0ccの水に溶解し土壌に混入して虫卵を培養した
が， 0.5 g混入した場合はア種，ネ種共に感染仔虫を
認め， 0.8gではア種のみ認め1.Ogでは両種共感染
仔虫を認めなかった。
第 13 表
|混 7亘卵浮|苛』肝三!
土壌量|水分量|蹴量|ー栓ァ種|ネ種 
ωI(cc) I(cの lωI I 
50 十 + 
50. 十十
50 十
50. 
50. 
第 2項重曹による影響
局方重曹1.0g，2.0 g，3.0 g，4.0 g，5.0gを 40.0cc 
の水に溶解して，土壌に混入し虫卵を培養したが， 
3.0g混入した場合はア種，ネ種共感染仔虫を認め， 
4.0gではア種のみ認め， 5.0gでは両種共感染仔虫
を認めなかった。
七?同ifl号車iTfド司ネ種 
0.51.040.050.0 十 十 
1.0 1.050.0 40.0 十 十 
一
一
2.040.0 1.0 +第 5項蔭酸による影響 	 50.0 
3.040.0 1.0局方謬酸0.1g，0.3 g，0.5 g，0.8 g，1.0 gを 40.0cc 50.0 
4.040.0 1.050.0 
の水に溶解し，土壌に混入して虫卵を培養したが，
一
一
一
第 2号 千葉医学会雑誌 -167ー
第3項アンモニア水による影響 培養したが， 2.0g混入した場合はア積，ネ種共に感 
28.0%アンモニア水を使用し，その1.0CC，1.2CC， 染仔虫を認め， 3.0 gではア種のみ認め， 4.0g混入 
1.5 CC，1.8 CC，2.0 ccに水を加えて 40.0ccとし土壌 
50.0gに混入して虫卵を培養したが， 1.5_cc混入した
場合はア種，ネ種共に感染仔虫を認め， 1.8 ccではア
種のみ認め; 2.0ccでは両種共感染仔虫を認めなか
った。
第 15 表
土(壊g)量 I票(分∞量〉 激虫(被c卵c)浮量同但 ly8く09るアモニ量くcc) ア種 ネ種
50.0 39.0 
50.0 38.8 
50.0 38.5 
50.0 38.2 
50.0 38.0 
.1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.2 
1.5 
1.8 
2.0 
十
+ 
+
+ 
一
十 
一
一
+ 
十 
第 3節塩類による影響
塩類としては硫酸マグネシウム及び硫酸カリの 2
種を使用した。
第 1項硫酸マグネシウムによる影響
局方硫酸マグネγウム 2.0g，3.0 g，4.0 g，5.0 g， 
6.0gを 40.0ccの水に溶解し土壌 50.0gに混入して
虫卵を培養したが， 4.0gを混入した場合はア種，ネ
種共に感染仔虫を認め， 5.0gではア種のみ認め， 6.0 
gで、は両.種共感染仔虫を認めなかった。
第四表
土E壊g)量 l|f水E分ccス量〉 虫潜(c卵液c)浮量 l蹄ト量ネ酸シEg)マウ Iムグ ア種 ネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
40.0 
40.0 
40.0 
40.0 
40.0 
1.0 2.0 
1.0 3.0 
1.0 4.0 
1.0 5.0 
1.0 6.0 
+ 
+ 
+ 
十
一
+ 
+ 
一
一
十 
第2項硫酸カりによる影響
局方硫酸カ V1.0 g，2.0 g，3.0 g，4.0 g，5.0 gを 
40.0 ccの水に溶解し，土壌 50.0gに混入して虫卵を
第 17 表
一
一
一
一
+ 
+ 
+
一
一
土壌量 混水(cc入〉量 I 〉是分 虫潜(田卵在差将 むFiア種|ネ積(g) 
1.01.040.050.0 + 
2.040.0 1.050.0 
3.040.0 1.050.0 
4.040.0 1.050.0 
5.040.0 1.050.0 
では両種とも認めなかった。
第 4節ハログユ/族による影響
食塩，沃度7.K，沃度カリ，1レコ」ノL氏液の 4種に
っき実験を行った。
第 1項食塩による影響
局方食塩 0.3g，0.5 g，0.7 g，1.0 g，2.0 gを 40.0cc 
の水に溶解し，土壌 50.0gに混入して虫卵を培養し
たが1 0.5g混入した場合はア撞，ネ種共に感染仔虫
を認め， 0.7 gではア種のみ認め， 1.0 gでは両種共
認めなかった。
第四表
土壌量
混水(c分c)入量 団¥激(田液陪〉量 I食(塩:g)量 ア種 ネ種 
(g) 
0.340.0 1.050.0 
40.0 1.0 0.550.0 
40.0 1.0 0.750.0 
40.0 1.0 1.050.0 
1.0 2.040.050.0 
+ 
+ 
+ 
+ 
一
一
十 一
一
一
第2項沃度水による影響
沃度を水に溶解して 6000倍， 7000倍， 8000 倍， 
10000倍， 12000倍の溶液を作り，各々の 40.0ccを
土壌に混入して虫卵を培養したが， 12000倍、沃度水
を混スした場合はア撞，ネ種共に感染仔虫を認め， 
10000倍ではア種のみ認め， 8000倍では両種共認め
なかった。
第四表
|亘卵淳下一 I 
土壌量|激液量|仏長水の濃度及び量|ア種|ネ種 
(g) I (cの I (cc) __1 _1 
点。 I1.0 1120∞倍溶液 40.0 I+I+ 
50.0 I1.0 I10000倍溶液 40.0 1 + 
50.0 I1.0 I8000倍溶液40.0 
50.0 I1.0 I7000倍溶液 40.0 
50.0 I1.0 I6000倍溶液 40.0
第 3項沃度カりによる影響
沃度カリを水に溶解して 2000，4000倍， 6000倍， 
8000倍， 10000倍溶液を作り，各々の 40.0ccを土壌
に混入して虫卵を培養したが， 6000倍溶液ではア
種，ネ種共に感染仔虫を認め， 4000倍では両種共認
めなかった。
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員ぎ 20 表 卵を培養したが， 0.05%液を混入した場合はア撞，
ネ種共に感染仔虫を認め， 0.1%及び 0.3%ではア種土壌量
(g) 
紡虫(液∞卵〉洋量 ゐ号訴び判ア種 ネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
10000倍溶液 40.0
8000倍溶液 40.0 
6000倍溶液 40.0
4000倍溶液 40.0
2000倍溶液40.0
十 
+ 
十
一
一
+ 
+ 
十 
一 
一
のみ認、め， 0.5%では両種共認めなかった。
第 23 表 
土壌量
様|量星野皇|ア種iネ種(g) 
1.050.0 0.05%溶液 40.0 十十
一
一
一
一
十ー50.0 1.0 0.1%溶液 40.0
1.050.0 0.3%溶液 40.0 十第 4項 ノレゴ~;]_，氏液による影響
一
一
1.0 0.5%溶液 40.0;"!，-プー;"!'-氏液を稀釈して 50 f吉， 100倍， 200倍， 300 50.0 
1.0 1.0%溶液 40.0倍， 400倍液を作り，各々の 40.0ccを土壌に混入し 50.0 
て虫卵を培養したが， 400倍液を混入した場合はア 第 3項ホルマリンによる影響 
種，ネ種共に感染仔虫を認め， 300倍ではア麓のみ
35.0%ホルマリン水を水で、稀釈して 0.01%，0.05 
をcc40.0液を作り，各々の1.0%，0.5%%，0.1%，倍で、は両種共感染仔虫を認めなかった。200認め， 
21 土壌に混入して虫卵を培養したが， 0.05%液を混入
表第 
ず |勝 稀ル釈プ宅ーEノレ氏ヂ液びの量 Iア極 Iネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
400倍溶液 40.0
300倍溶液 40.0
200倍溶液 40.0 
100倍溶液 40.0 
50倍溶液 40.0 
十
十 
十 
第 5節消毒薬による影響
した場合はア撞，ネ種共じ感染仔虫を認め;0.1%で
は両種共認めなかった。
第 24 表
且|虫卵浮| ホルマリ二/水の
濃度及び量 ネ種土壌旦|潜液量|
(g) I(cc) J (cc) |ア種l
50.0 I1.0 0.01%溶液 40.0 
50.0 1.0 0.05%溶液 40.0 
50.0 1.0 0.1%溶液 40.0 
消毒薬としてはグレノール石鹸液，石茨酸， オミノレ 
マリンの 3種を使用した。
第 1項 グレゾ{ノレ石鹸による影響
原液を水で、稀釈し， 0.05%，0.1%， 0.3%，0.5%， 
1.0%の液を作り，各々の 40.0ccを土壌に混入し，
虫卵を培養したが， 0.1%液混入した場合はア種，ネ
種共に感染仔虫を認め， 0.3%及び 0.5%ではア種の
み認め， 1.0%液では両種共感染仔虫を認めなかっ
た。
第 22 表
グレゾー ノレ石鹸
土壌量1521 l液の濃度及び量 ア種|ネ種
(g) l(cc) (cc)J 
50.0 0.05%溶液 40.0 
50.0 1.0 0.5%溶液 40.0 
50.0 1.0 1.0%溶液 40.0 
第 6節人工肥料による影響
人工肥料としては石灰窒素，過燐酸石灰， ト{マ
ス燐肥，硫酸アンモニウム，硝酸アンモニウム，塩
化アンモニウム，尿素の 7種を使用した。
第 1項石灰窒素による影響
市販の石灰窒素 0.01g，0.02 g，0.05 g，0.1 g，0.2 g 
を各々土壌 50.0gに均等に混和し，水 40.0ccを加
えて虫卵を培養したが， 0.02g混入した場合はア彊，
ネ種共感染仔虫を認め， 0.05gではア語のみ認め， 
0.1 gでは両種共認めなかった。
第 25 表 
1.050.0 
50.。1.0 0.1%溶液 40.00.3%溶液 40.0
50.0 1.0 0.5%溶液 40.0 
50.0 1.0 1.0%溶液 40.0 
第 2項石茨酸による影響
石茨酸を水に溶解し 0.05%，0.1%，0.3%，0.5%， 
1.0%液を作り，各々の 40.0ccを土壌に混入して虫
一
一
一
嬢(g)量 I棄仁田分〉主樽l静|ア種|ネ種 
1.040.0 0.0150.0 十 十 
40.0 1.0 0.0250.0 十 十 
1.0 0.0540.050.0 十
1.040.0 0.150.0 一
1.0 0.240.050.0 一
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第 2項過燐酸石灰による影響 第 5項硝酸アンモニウムによる影響
日東化学製造のものを使用し，その 7.0 g，8.0g， 硝酸アシモニウム 0.1 g，0.3 g，0.5 g，0.7 g，1.0 g 
9.0 g，10.0 g，11.0 gを土壌に均等に混和L， 40.0 cc を 40.0 ccの水に溶解し，土壌に混入して虫卵を培
の水を加えて虫卵を培養したが， 8.0 g混入した場合 養したが， 0.3g混入ではア種，ネ種共に感染仔虫を
はア種，ネ種共感染仔虫を認め， 9.0 g，10.0 gではア 認め， 0.5g混入ではア種のみ認め， 0.7gでは両種共
種のみ認め， 11.0 gで、は両種共認めなかった。 認めなかった。
第 26 表 第 29 表
i石世EB隣gK】磁量 ア種 ネ種土壌量 浮虫(首位】混水(田分〉入量Icc卵最 
(g) 
40.050.0 1.0 7.0 十 
50.0 40.0 1.0 8.0 + 
50.0 40.0 1.0 9.0 十
50.0 40.0 1.0 10.0 
50.0 40.0 1.0 11.0 
一
一
一
+ 
+ 
一
一
一
一
一
一
一
浮量
硝酸アジ
土E壇g】塁、I混水E分ス最 モニウム
量 (g) 
cc) 務虫E被卵C:c)
50.0 40.0 1.0 0.1 十 十 
50.0 40.0 1.0 0.3 + + 
50.0 40.0 0.51.0 十
50.0 40.0 1.0 0.7 
50.0 40.0 1.0 1.0 
第 3項 ト{マス燐肥による影響j
日東it浮製造のものを使用し，その 5.0g，6.0 g， 
7.0g，8.0g，9.odを土壌に混和し， 40.0ccの水を加
えて虫卵を培養したが， 6.0g混入した場合はア種，
ギ種共感染仔虫を認め 7.0g，8.0gではア種のみ認め
9.0gで、は両種共認めなかった。
第 27 表
第 6項塩化アユ/ぞニウムによる影響
局方塩化アンモニウム 0.2g，0.3 g，0.4g，0.5 g， 
0.8 g，1.0 gを 40.0ccの水に溶解し，土壌に混入して
虫卵を培養したが， 0.4g混入した場合はア種，ネ種
共に感染仔虫を認め， 0.6gではア種のみ認め， 0.8g 
では両種共認めなかった。
第 30 表
一
一
一 
+ 
+
+ 
+ 
ネ種土E壌 ま分3 童燐トー(肥g ス ア種g)量 IEcc量事(霊田〉l1 
40.0 1.0 5.050.0 十 
40.050.0 1.0 6.0 + 
7.0 ‘50.0 40.0 1.0 
1.050.0 40.0 8.0 
50.0 40.0 1.0 9.0 一
量マ〉
一
一
一
一
一
土壌量 混kEcc)
分入量I
j虫昨(卵液田浮〉量 I塩そ量化ニ(アウg)ムy 
(g) 
50.0 40.0 1.0 0.3' ++ 
40.050.0 1.0 0.4 十 十 
40.050.0 1.0 0.6 十
40.050.0 1.0 0.8 
50.0 40.0 1.0 1.0 
第 4項硫酸アンモニウムによる影響 第 7噴尿素による影響
局方硫酸アンモニウム 0.5 g，1.0 g，1.5 g，2.0 g， 局方尿素 0.3 g，0.6 g，0.8 g，1;0 g，1.2 gを40.0 cc 
3.0gを 40.0 ccの水に溶解し，土壌に混入して虫卵 の水に溶解し，土壌に混入して虫卵を培養したが，
を培養したが， 1.0 g混入した場合はア種，ネ種共に 0.8g混入した場合はア種，ネ種共に感染仔虫を認め
感染仔虫を認め， 1.5 gではア種のみ認め， 2.0 gでは 1.0 g混入ではア種のみを認め1.2gでは両種共認め
両種共認めなかった。 なかった。
第 28 表
一
一 
+
+ 
一
一
入量
土壌量
水混くcc)分 
(g) 号磐Fむ 
50.0 40.0 0.51.0 十 十 
50.0 40.0 1.0 1.0 + 
50.0 40.0 1.0 1.5 一 
50.0 40.0 1.0 2.0 
50.0 40.0 1.0 3.0 
ず司法曙引でヂ!ア種|ネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
40.0 
40.0 
40.0 
40.0 
40.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
0.4 
0.6 
0.8 
1.0 
1.2 
+ 
+
+ 
+ 
一
+ 
+ 
一 
一
十 
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第 7節農薬による影響
ニ硫化茨素及び石灰ボルドー液の 2種につき実験
を行った。
第 1項二硫化茨素による影響
40.0ccの水に夫々 0.01%， 0.05%，0.1%， 0.2%の
割合にこ硫化茨素を加え充分に振蓋して，土壌に混
入L虫卵を培養したが， 0.05%液を混入した場合は
ア種，ネ種共に感染仔虫を認め， 0.1%ではア種のみ
認め， 0.2%で、は両種共認めなかった。
第 32 表
す|樽|鵡持 
1.050.0 0.01%液 40.0 十+ 
50.0 1.0 0.05%液 40.0 十 + 
50.0 1.0 0.1%液 40.0 十 一
50.0 1.0 0.2%液 40.0 一 一
第 2項石灰ボルドー液による影響
三共ボルドーを使用し，水を加えて夫々 50倍，
100倍， 200倍， 400倍， 800倍溶液とし，土壌に混
入して虫卵を培養したが， 100倍液を混入した場合
はア種，ネ種共感染仔虫を認め， 50倍液ではア種の
%食塩水に於ては感染仔虫とならぬと述べている
が，著者の土壌による実験では 2.4%食塩水の混入
によりア種，ネ程共に感染仔虫を認めなかった。ヨ
ード水については野田は 7000倍溶液中に於て瞬佑 
せずと述べ，ルプ{ノレ氏液については，大浜は 0.3%
以との濃度四於て優秀にして 0.1%に於て薄弱なり
と云 L 、，野田は 0.5~るまでは瞬化せず， 0.3% までは
感染仔虫は即死すると述べているが，著者の実験で
は8000倍ヨ{ド水の混入によりア種，ネ種共感染仔
虫を認めず， ;1--ゴーノL氏液に於ては 0.5%液により
感染仔虫が認められなかった。叉ヨ{ドカリでは 
4000倍溶液に於て殺虫殺卵効果を認めた。以上諸氏
の実験は溶液中に於ける抵抗試験であるため，著者
.の実験成績と比較する事は困難であるが，何れの場
合に於ても_;>，ログシ族殊にヨ{ド製剤は他の薬物に
、。L比し殺虫殺卵効果は甚だ強 
2.消毒薬による影響についてー消毒薬を土壌に
混入し鈎虫卵の発育を観察した報告はハロゲシ全様
に殆どなし、。グレゾー;1--石鹸液につき大浜は 1.0% 
以上では優秀なる殺虫力を有すれども 0.5%以下に
於ては薄弱なりと述べ，小泉は石茨酸 0.5%液中に
卵を置くときは感染仔虫とならぬと云ぃ，大浜は
み認めネ種は認、めなかった。1.0%以下の液では殺虫効果薄弱なりと述べ，ホル
第 33 表
土壌量
(g) 
群虫(卵液cc)浮量 I石の灰濃ボ度(cル及c)ドびー液量 Iア種 ネ種 
50.0 
50.0 
50.0 
50.0 
1.0 
1.0 
1.0 
1.0 
400倍液 40.0 
200倍液 40.0 
100倍液 40.0 
50倍液 40.0
+ 
+ 
+ 
十
+ 
+ 
十 
一
第 4章者 察
著者は酸，アルカリ，塩類，ハログシ，消毒薬，
人工肥料，農薬等を混入した土壌の鈎虫卵に及ぼす
影響につき実験を行ったが，酸では塩酸，硫酸の)1慎 
に有害であった。アルカリの影響については，階堂
はアジモニアの有害作用を説き0.13%のアンモニア
水混入により虫卵は勝化するも死滅す主述べている
が， 著者の実験では 1.4%に於て始めて殺虫，殺卵
の効果を認めた。
1.ハロゲンの影響について一戸ログンに対する
鈎虫卵の瞬化並に感染仔虫の抵抗については大浜，
野田等の実験報告があるが，土壌についての報告は
余り例を見ない。食塩については大浜は 5.0%以下
の溶液中では殺虫効果を認めずと云い，小泉は3.0
マリシの殺虫力については大浜は 5.0%以上に於て
相当殺虫力あるも 0.5%では殺虫効果を認めずと云
い，大磯，石井も殆ど同様の報告をしている。著者
は土壌に各謹濃度の消毒薬を混入して虫卵を培養し
たが，ホルマリシは殺虫，殺卵効果最も強 <.0.1%
に於て両種共感染仔虫を認めない。ホルマリンに次
いで石炭酸も殺虫，殺卵力強く 0.5%液混入により
感染仔虫を認めず，グレゾーノL石鹸液で、は1.0%混
入により始めて効果を認めている。以上3消毒薬は
何れも相当優秀なる殺虫，殺卵力を有し，ヨ戸ド製
剤に次いで強力である。
3.人工肥料の影響について一石灰窒素の鈎虫卵
発育に及ぼす影響に関しても幾多の弟積が発表され
ているが，稲留，階堂等は共に肥料として使用し得
る量で仔虫及び卵の撲蹴を期待出来ると述べてい
る。著者は土壌に石灰窒素O.lg混入によりア種，ネ
語共に感染仔虫を認めなかった。これを 1反歩の土
壌量(深さ 10cm)に換算して殺虫，殺卵に要する
石灰窒素量を計算すると約28貫となり，普通肥料と
して使用する量は約 10~20貫であるので，その使
用方法如何によっては殺虫，殺卵の目的を達するこ
とも不可能ではなし、。叉過燐酸石灰は 11.0g混入に
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より始めて殺虫殺卵力を認めたが，普通使用量は反 で悉く死被したと報告してし、るが，著者の実験では
当り 5~10貫であるので，その効果は期待出来な 0.1%液を土壌に混入し 5日間培養した場合はア種
い。硫酸アンモニウムは 2.0g混入により殺虫，殺 は極少数発育して感染仔虫となり 0.2%液混入では
卵力を有するが，反当り使用量は大体10貫程度であ 両種共感染仔虫を認めなし、。石灰ボルドーでは 50
るので過燐酸石灰同様期待出来なし、。 倍溶液混入により尚ア種は発育して感染仔虫を認め' 
4.農薬による影響について一標蒸南j特にこ硫イじ たが，普通使用する~濃度は 40....600倍であるから

茨素はその殺卵力の大なる事より最近注目されてい 鈎虫卵の発育には何等障碍を与えない。
るが，松村は尿尿中の卵並びに仔虫は 0.1% 7日間
第 5章総 括 
1. ヨ{ド製剤の殺虫殺卵力は他薬物に比し最も強力にしてヨ{ド水では 8000倍， }レゴ戸 Jレ
氏液では庶液の 200傍，ヨ{ドカリでは 4000倍溶液混入により鈎虫卵は感染仔虫とならなし、。 
2. ホルマリン，石炭酸，ク v )l戸ル石鹸液の殺虫殺卯力もかなり優秀にして，特にホルマ
リンは殺虫，殺卵力強く， 0.1%液混入により鈎虫卵は感染仔虫とならなし、。 
3. 人工肥料中石衣室素は普通肥料として使用する量に於ても，その使用法如何によっては
土壌中鈎虫卵並びに仔虫の殺械は可能である。 
4. 二硫化茨素も少量の混入により，かなりの効果を示し， 0.2%液混入により鈎虫卵は感染
イ子虫とならない。 
5. ア種虫卵並びに仔虫は諸積薬物に対し，ネ種より抵抗力が強い。
(本論の要旨は昭和 28年 4月日本寄生虫学会に於て発表じた。〉
稿を終るに当り御懇切なる御指導と御校閲を賜りました恩師谷川教授に深謝致します。
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